
































































































































































































































































































































































































































































































図15 文の記憶（May C.P,Hasher L,Stotlzfus E.
R.19 93 Optimal time of day and the magni-







































































図16 遠隔連想課題（RAT）の例：May C.P,Hasher L.19 98 Synchrony effects in inhibitory control over thought and action. Journal of Experi-
mental Psychology: Human Perception and Performance,24,363-379 .より作成

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































68  Mar.2006社 会 情 報
る慣れがないときに，そこの違いをとってし
まえば高齢者とか若者とかは関係ないのでは
ないかと思います．もし仮に若者であっても
コンピュータにまったく触っていなかったら
同じレベルではないか．適応のしやすさとか
柔軟性とかはありますが．あることに慣れて
いるか慣れていないかを分けないで実験の
ベースにすることにちょっと引っかかりを感
じています．
千葉：道具であっても，同じことだと思いま
す．個別の道具の具体的なことは分からなく
ても，それなりのモデルが選べるかどうかの
問題ではないかと思います．
原田：もちろんそうです．おっしゃるとおり
です．
ただですね，それは知識の，第２層だけの
問題で，他は問題じゃないってことは「な
い」ってことをお話したいんですね．たとえば
携帯電話ならメンタルモデルがない人という
のはもちろん地球上にはいっぱいいらっしゃ
いますよね．その人達が，今の日本で使えな
いと言っている高齢者の方と，まったく同じ
ように問題になるかというと，それは違うと
思いますよというのが，この三層図で言いた
いことなんです．つまり情報概念がないとい
うことによって問題が起こることはあって
も，その問題の起こり方に高齢者特有のもの
があるということです．
安村：それは高齢者じゃなくても，若者でも
同じだと思います．
原田：いえいえ．情報の概念がなくっても，
まったく新しいモノに対する過程が違うので
す．たとえば先ほどの血糖値を測る機械は，
まったく新しく目の前に出された30代くら
いの人にとっても，知らないモノなのです．
何をするのか分からない．でもその時に自分
の持っている知識を引き出していって，うま
く学習していくことができる，まったく新し
いモノに触れた時の学習の仕方にもこの機能
低下といったものは関わってくるわけです．
今のところ，私たちも一番注目してるんです
けども，同じようなことを同じように経験し
たとしても，抽象的なものを学習していく能
力というものは何か高齢者と大学生とはとて
も違うんですね．それは恐らく先ほど言った
処理容量の問題ですとか，処理速度の問題で
すとか，そういうものが全部絡み合って，同
じことを同じように経験しているように見え
たとしても学習できるできないの差は大きく
出てくる．その結果，分からないから使わな
いでおこう，人に聞いてからやろうとかとい
うメンタル面にまで影響を与えます．この３
層が絡み合っていくからこそ，情報概念がな
いという１つの原因が非常に複雑な形となっ
て，「使えない」ということとして出てきてい
るんだと考えられます．なので，同じように
初めて携帯電話を見た，初めてコンピュータ
を見た人であっても，たとえばその人が，12
歳とか15歳とかの若年層であれば，多分使っ
ていくうちにあっという間に学習ができるの
です．そこで，そういう意味では心理学者と
しては学習できる／できないというところ
の，特に使いながら学習するというのが一体
なんなのかというところをもっと見ていきた
い．経験があるというのは，本当の所，どう
いうことなのかということに非常に興味があ
ります．経験の有無はおっしゃるとおりすご
く大事なことなんですが，それだけではない，
ということをぜひお伝えしたかったんですけ
ども．伝わってますか．
司会：いろいろご意見があるかと思います
が，時間がかなり過ぎておりますので，これ
を持ちまして原田先生の講演を終わらせてい
ただきたいと思います．ありがとうございま
した．（拍手）
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